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本
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チ
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イ
ツ
と
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ラ
ー
の
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書
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り
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け
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・
政
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だ
け
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え
て
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な
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立
体
的
な
文
化
史
・
裏
面
史
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
日
本

語
書
籍
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
籍
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
は
、
以
下
の
３
点
に
立
脚
し
た
。

ａ　

�

学
術
的
な
書
籍
だ
け
を
取
り
あ
つ
か
う
の
で
は
な
く
、
論
点
や
視
点
が
興
味
深
い
書
籍
も
対
象

と
す
る

ｂ　

�

政
治
学
的
な
議
論
や
正
史
の
み
に
言
及
し
た
書
籍
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
奇
書
」
も
ふ
く
め

て
紹
介
す
る

ｃ　
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
読
み
ど
こ
ろ
や
、
読
者
に
と
っ
て
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
内
容
を
紹
介
す
る
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出
版
時
期
が
20
世
紀
だ
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た
り
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在
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困
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っ
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
古
本

屋
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
公
立
図
書
館
な
ど
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
あ
ら
か
じ
め
﹁
ナ
チ
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
に
関
す
る
教
科
書
的
な
書
籍
﹂
の
知
識
も
獲
得
し
た

い
と
い
う
読
者
諸
賢
に
は
、
以
下
の
４
冊
を
ご
紹
介
し
た
い
。
少
し
ず
つ
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

新
書
ゆ
え
に
入
手
し
や
す
く
、
取
り
組
み
や
す
い
順
番
で
列
挙
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

①
石
田
勇
治
『
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』
講
談
社
現
代
新
書
、
２
０
１
５
年

②
大
澤
武
男
『
ヒ
ト
ラ
ー
と
ユ
ダ
ヤ
人
』
講
談
社
現
代
新
書
、
１
９
９
５
年

③�

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ハ
イ
ン
（
若
林
美
佐
知
訳
）『
ナ
チ
親
衛
隊
（
Ｓ
Ｓ
）　
「
政
治
的
エ
リ
ー
ト
」
た
ち
の

歴
史
と
犯
罪
』
中
公
新
書
、
２
０
２
４
年

④�

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ッ
セ
ル
（
大
山
晶
訳
）『
ナ
チ
ス
の
戦
争
１
９
１
８
―
１
９
４
９　
民
族
と
人
種
の

戦
い
』
中
公
新
書
、
２
０
１
５
年

ナ
チ
ス
関
連
の
歴
史
書
に
は
大
量
の
人
名
や
事
項
が
登
場
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
ご
確
認
し
た
い
さ

い
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
典
の
ご
参
照
を
お
す
す
め
申
し
上
げ
る
。

4



ａ　
�

ロ
ベ
ル
ト
・
Ｓ
・
ヴ
ィ
ス
ト
リ
ヒ
編
（
滝
川
義
人
訳
）『
ナ
チ
ス
時
代 

ド
イ
ツ
人
名
事
典
』
東
洋
書

林
、
２
０
０
２
年

ｂ　

�
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
テ
ー
ラ
ー
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
シ
ョ
ー
（
吉
田
八や

つ

岑お

監
訳
）『
ナ
チ
ス
第
三
帝
国
事
典
』

三
交
社
、
１
９
９
３
年

本
新
書
で
言
及
す
る
人
名
、
地
名
な
ど
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
書
籍
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
あ
え

て
統
一
せ
ず
に
、
基
本
的
に
は
そ
の
節
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
表
記
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

筆
者
が
使
用
す
る
表
記
は
、
原
著
者
の
も
の
と
は
相
異
す
る
こ
と
も
あ
る
。

同
様
に
、﹁
ナ
チ
﹂、﹁
ナ
チ
党
﹂
な
ど
の
用
語
は
、
日
本
語
で
の
表
記
が
著
者
、
訳
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
本
書
で
は
す
べ
て
、﹁
ナ
チ
ス
﹂、﹁
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
﹂
に
統
一
し
た
。

お
手
も
と
の
本
書
が
、
書
き
手
の
視
点
や
テ
ー
マ
設
定
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
て
論
述
さ
れ

る
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
を
広
範
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
魅
惑
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
と
し

て
、
み
な
さ
ま
の
読
書
生
活
に
潤う

る
おい

を
も
た
ら
す
こ
と
を
祈
念
し
て
。
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『
関
心
領
域
』

マ
ー
テ
ィ
ン・エ
イ
ミ
ス（
北
田
絵
里
子 

訳
）　
早
川
書
房
、
２
０
２
４
年

日
常
か
ら
壁
１
枚
の
隣
に
あ
る
強
制
収
容
所

日
本
で
は
作
品
の
翻
訳
が
少
な
か
っ
た
現
代
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
作
家
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
イ
ミ
ス
（
１
９

４
９
―
２
０
２
３
）
の
﹃
関
心
領
域
﹄
は
２
０
１
４
年
に
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
翻
訳
が
刊
行
さ
れ

た
の
は
２
０
２
４
年
５
月
の
こ
と
だ
。
作
品
完
成
ま
で
に
10
年
間
を
要
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

グ
レ
イ
ザ
ー
監
督
﹃
関
心
領
域
﹄（
２
０
２
３
年
）
の
日
本
で
の
公
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
出
版
企

画
な
の
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
﹁
関
心
領
域
﹂（Interessengebiet

）
と
は
、
ナ
チ
ス
が
多
用
し
た
婉え

ん

曲き
ょ
く

用
語
の
ひ
と
つ

1
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で
、
強
制
収
容
所
周
辺
地
域
を
こ
の
よ
う
な
表
現
で
言
い
表
し
た
の
で
あ
っ
て
、
親
衛
隊
管
理
区
域
を
意

味
し
て
い
る
。

本
書
が
こ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
を
紹
介
す
る
の
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら
も
、
特
異
な
性

質
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
在
の
人
物
と
架か

空く
う

の
人
物
が
多
く
登
場
す
る
虚
実
が
交こ

う

錯さ
く

す
る
歴
史

小
説
の
体て

い

を
取
り
な
が
ら
も
、
ナ
チ
ス
第
３
帝
国
の
歴
史
的
事
実
を
物
語
内
部
に
正
当
に
封
入
し
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
が
お
こ
な
わ
れ
た
強
制
収
容
所
を
日
常
的
な
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。

﹁
謝
辞
及
び
著
者
あ
と
が
き
﹂
に
あ
る
と
お
り
、
エ
イ
ミ
ス
は
無
数
の
研
究
書
や
資
料
を
精
読
し
た
う
え

で
、
物
語
世
界
を
構
築
し
て
い
る
た
め
に
、
非
常
に
該が

い

博は
く

な
歴
史
知
識
が
盛
り
こ
ま
れ
た
歴
史
小
説
で
も

あ
る
。

一
人
称
告
白
体
で
、
３
人
の
語
り
手
が
入
れ
替
わ
り
語
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
歴
史
的
人
物
が
登
場

す
る
群
像
劇
と
し
て
の
物
語
は
進
行
し
て
い
く
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
最
側
近
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ボ
ル
マ
ン
（
１
９

０
０
―
45
？
）
の
甥
と
い
う
設
定
の
連
絡
将
校
ア
ン
ゲ
ル
ス
・
ゴ
ー
ロ
・
ト
ム
ゼ
ン
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
強
制
収
容
所
所
長
の
パ
ウ
ル
・
ド
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
ー
（
死
体
の

処
理
な
ど
を
担
当
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
特
別
労
務
班
）
の
シ
ュ
ム
ル
・
ザ
ハ
リ
ア
シ
ュ
で
あ
る
。

ト
ム
ゼ
ン
と
パ
ウ
ル
の
妻
ゲ
ル
ダ
・
ボ
ル
と
の
道
な
ら
ぬ
情
事
、
１
９
３
３
年
の
ド
イ
ツ
国
会
議
事
堂
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放
火
事
件
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
る
共
産
主
義
者
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
の
行ゆ

く
え方

の
追
跡
が
物
語

の
縦
軸
で
、
強
制
収
容
所
で
の
ユ
ダ
ヤ
囚し

ゅ
う

人じ
ん

迫
害
の
実
態
を
横
軸
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
政
策
と
と
も
に
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
滅
亡
ま
で
が
語
ら
れ
る
。

ナ
チ
ス
崩
壊
後
に
は
、
強
制
収
容
所
に
つ
い
て
は
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
と
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
が
口
を

そ
ろ
え
て
語
っ
た
事
実
や
、
強
制
収
容
所
所
長
の
妻
と
情
事
に
ふ
け
っ
た
自
身
が
無
関
係
で
あ
る
か
の
ご

と
く
、﹁〝
詩
人
と
夢
想
家
の
住
む
の
ど
か
な
国
〞
が
、
世
界
で
も
稀
に
見
る
教
養
豊
か
な
国
が
、
な
ぜ
あ

ん
な
狂
気
じ
み
た
、
あ
ん
な
途
方
も
な
い
蛮
行
に
屈
し
た
の
か
？
﹂
と
自じ

嘲ち
ょ
うす

る
ト
ム
ゼ
ン
が
描
か
れ
る

の
だ
。

な
か
で
も
、
シ
ュ
ム
ル
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
労
働
を
め
ぐ
る
記
述
に
は
、
慄り

つ

然ぜ
ん

と
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

﹁
ゾ
ン
ダ
ー
﹇
コ
マ
ン
ド
ー
﹈
た
ち
は
︑
と
こ
と
ん
冷
淡
に
黙
々
と
︑
お
ぞ
ま
し
い
仕
事
に
取
り
組

む
︒
厚
み
の
あ
る
革
の
ベ
ル
ト
を
使
っ
て
残
骸
を
シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
死ラ

イ
ヒ
ェ
ン
ケ
ラ
ー

体
保
管
庫
ま
で
引
き
ず
っ
て

い
く
︒
ペ
ン
チ
と
の
み
で
金
歯
を
引
き
抜
き
︑
裁
ち
ば
さ
み
で
女
性
の
髪
を
切
り
取
る
︒
イ
ヤ
リ
ン

グ
や
結
婚
指
輪
を
も
ぎ
取
る
︒
そ
の
あ
と
滑
車
装
置
に
積
み
あ
げ
（
六
︑
七
体
ず
つ
）︑
口
を
あ
け
た
焼
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却
炉
ま
で
持
ち
あ
げ
る
︒
最
後
に
灰
を
す
り
つ
ぶ
し
︑
そ
の
粉
塵
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
運
ば
れ
︑

ヴ
ィ
ス
ワ
川
に
撒
か
れ
る
︒
こ
の
す
べ
て
を
︑
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
︑
ゾ
ン
ダ
ー
は
黙
し
て
淡
々

と
お
こ
な
う
︒
処
理
し
て
い
る
相
手
が
自
分
た
ち
と
同
じ
民
族
︑
同
胞
で
あ
ろ
う
と
︑
な
ん
ら
気
に

な
ら
な
い
よ
う
な
の
だ
﹂

﹁
一
九
四
二
年
一
月
二
十
一
日
︑
そ
の
数
が
非
常
に
多
か
っ
た
た
め
︑
親
衛
隊
と
秩オ

ル

ポ

序
警
察
は
︑
死
体

を
合
同
墓
地
に
引
き
ず
っ
て
い
く
特
別
部
隊
を
手
伝
わ
せ
る
べ
く
︑
さ
ら
に
百
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
選

び
出
し
ま
し
た
︒
こ
の
補
助
部
隊
は
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
少
年
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

彼
ら
は
食
べ
物
も
水
も
与
え
ら
れ
ず
︑
雪
と
硬
く
な
っ
た
泥
の
な
か
を
︑
裸
で
鞭
打
た
れ
な
が
ら
十

二
時
間
働
き
ま
し
た
﹂（
北
田
絵
里
子
訳
）

強
制
収
容
所
所
長
の
妻
と
不
倫
す
る
情
報
将
校
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
人
公
は
、
強
制
収
容
所
内
で
大
量

殺
戮
さ
れ
た
同
胞
の
遺
体
を
日
常
的
に
﹁
処
理
﹂
す
る
労
働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
生
き
な
が
ら
え
な
い
状

況
に
置
か
れ
た
シ
ュ
ム
ル
・
ザ
ハ
リ
ア
シ
ュ
た
ち
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
な
の
だ
。

原
作
小
説
の
こ
う
し
た
記
述
と
は
異
な
り
、
第
76
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
、
第
96
回
ア
カ
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デ
ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
賞
、
音
響
賞
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
受
賞
歴
を
誇
る
映
像
作
品
﹃
関
心
領
域
﹄
に
は
、

た
と
え
ば
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
・
製
作
﹃
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
﹄（
１
９
９
３
年
）
に

登
場
す
る
ク
ラ
ク
フ
市
郊
外
の
プ
ワ
シ
ュ
フ
強
制
収
容
所
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
そ
の
も

の
が
直
接
に
描
か
れ
て
い
る
シ
ー
ン
は
な
い
。

こ
の
映
画
で
主
題
と
し
て
映
像
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
じ
っ
さ
い

の
所
長
だ
っ
た
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
（
１
９
０
０
―
47
、Rudolf H

öß

）
と
妻
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
そ
の
家
族
が

生
活
す
る
、
庭
つ
き
の
邸
宅
で
の
牧
歌
的
な
暮
ら
し
で
あ
る
。
こ
の
ヘ
ス
が
書
い
た
手
記
は
、
ル
ド
ル
フ
・

ヘ
ス
（
片
岡
啓
治
訳
）﹃
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
﹄（
講
談
社
学
術
文
庫
、
１
９
９
９
年
）
で
読
む
こ
と
が

可
能
で
、
収
容
所
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
特
別
労
務
部
隊
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
家
の
邸
宅
は
隣
接
す
る
強
制
収
容
所
と
高
い
壁
１
枚
で
隔か

く

離り

さ
れ
た
土
地
に
あ
る

の
が
、
こ
の
う
え
な
く
重
要
な
映
画
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ナ
チ
ス
副
総
統
の
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
（
１
８
９
４
―
１
９
８
７
、Rudolf H

eß

）
と
は
、
原

語
の
綴
り
が
異
な
る
別
人
だ
が
、
よ
く
混
同
さ
れ
る
の
は
、
日
本
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
は
ド
イ
ツ
語
の

発
音
の
差
異
を
表
現
で
き
な
い
と
い
う
性
質
ゆ
え
で
あ
る
。

原
作
小
説
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
グ
レ
イ
ザ
ー
監
督
に
よ
る
新
奇
な
物
語
と
し
て
、
い
わ
ば
﹁
発
明
﹂
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さ
れ
た
こ
の
映
像
作
品
の
方
法
論
は
、
暴
力
や
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くな

場
面
を
観
客
に
み
せ
な
く
て
も
、
強
制
収
容
所
内

で
の
虐
殺
や
冷
酷
を
間
接
的
に
感
受
さ
せ
る
こ
と
な
の
だ
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
川
や
森
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
静せ

い

謐ひ
つ

な
地
域
に
、
か
れ
ら
の
邸
宅
は

あ
り
、
家
族
は
幸
せ
に
生
活
し
て
い
る
。
だ
が
、
１
枚
の
高
い
壁
を
隔
て
た
区
域
は
、
銃
声
、
怒
声
、
悲

鳴
、
断
末
魔
、
犬
の
咆ほ

う

哮こ
う

、
焼
却
炉
の
騒
音
が
昼
夜
の
別
な
く
発
生
し
、
煙
突
か
ら
は
黒
煙
が
立
ち
の
ぼ

る
と
い
う
、
恐
怖
と
死
が
支
配
す
る
世
界
で
あ
る
。

ヘ
ス
は
家
族
と
の
円
満
な
家
庭
生
活
を
送
る
一
方
で
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
有
名
な
焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
﹁
ト

ッ
プ
フ
・
ウ
ン
ト
・
ゼ
ー
ネ
﹂
の
技
術
者
を
自
宅
に
招
き
い
れ
て
、
よ
り
効
率
的
な
﹁
リ
ン
グ
式
焼
却
炉
﹂

の
説
明
を
聞
く
。
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
も
と
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
囚
人
か
ら
奪
取
さ
れ
て
き
た
大
量
の
衣
服
が
届

け
ら
れ
て
、
彼
女
は
そ
の
山
か
ら
選
ん
だ
服
を
自
慢
す
る
。
ベ
ッ
ド
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち
は
誰
の
も
の

と
も
知
ら
ぬ
拾
っ
て
き
た
歯
で
遊
ん
で
い
る
…
…
。

こ
の
家
族
は
（
こ
の
環
境
に
耐
え
ら
れ
ず
に
立
ち
去
る
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
母
親
と
、
終
始
お
び
え
て
泣
き
つ
づ

け
る
赤
子
以
外
は
）、
高
い
塀
の
と
な
り
の
﹁
領
域
﹂
で
犯
さ
れ
つ
づ
け
る
蛮
行
の
こ
と
を
よ
く
知
り
な
が

ら
、
積
極
的
に
︿
無
﹀﹁
関
心
﹂
で
い
る
の
だ
（
し
か
も
、
こ
の
家
族
の
平
穏
な
生
活
は
、
強
制
収
容
所
の
存

在
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
）。
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そ
し
て
逆
に
、
こ
れ
を
観
て
い
る
観
客
た
ち
の
﹁
関
心
﹂
は
惹じ

ゃ
っ

起き

さ
れ
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

夜
の
強
制
収
容
所
の
作
業
場
で
、
囚
人
た
ち
が
み
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
少
女
が
食
べ
も
の

を
埋
め
て
い
く
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
映
像
や
、
現
代
の
国
立
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
゠
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
博
物
館

の
館
員
た
ち
に
よ
る
清
掃
シ
ー
ン
が
劇
中
で
突
如
、
挿そ

う

入に
ゅ
うさ

れ
る
の
だ
が
、
そ
の
映
像
的
効
果
は
、
こ
の

映
画
を
じ
っ
さ
い
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
し
か
わ
か
ら
な
い
映
像
体
験
で
、
観
客
は
そ
れ
ら
の
シ
ー
ン
の
意

味
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
音
響
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
、
グ
レ
イ
ザ
ー
監
督
の
秀
逸
な
演
出
と
い
え

よ
う
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



